
③制御棒駆動機構の機能確認
（スクラム検査※等）【止める】

⑤非常用炉心冷却系
機能などの確認

【冷やす】（7/28実施済み）

①燃料の配置確認※を行い、
制御棒を１組(２本)引き抜いても
未臨界状態であることを確認
【止める】 (6/22実施済み)

②原子炉圧力容器漏えい確認
【閉じ込める】(7/9実施済み)
※開放部のみ（8/7再実施済み）

④原子炉格納容器漏えい率確認
【閉じ込める】 (7/18実施済み)
※開放部のみ（再実施予定）

使用済
燃料プール

ポンプ
圧力抑制
プール

6号機における燃料装荷後の健全性確認について
2025年8月28日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

※使用前事業者検査を含む

資料1

➢ 制御棒駆動機構制御盤の不具合対応として、8月25日までに制御棒205体全ての端子台を取替

➢ 取替後の動作確認試験において、1体の制御棒で、全挿入位置からの引抜きができない不具合を確認
不具合対応完了後、 「③制御棒駆動機構の機能確認」および、格納容器を一部開放した箇所に
ついて「④原子炉格納容器漏えい率確認」を再実施予定

➢ 引き続き、気づきや不適合対応などがあれば、一つひとつ確実に対応していく



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 7号機の使用前確認変更申請等の実施について 

 

2025年 8月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機における健全性確認を進めるため、2024 年 3 月 

28日に、燃料装荷開始予定日を記載した使用前確認変更申請書を原子力規制委員会に提出

し、あわせて、使用前検査変更申請書を同委員会と経済産業大臣へ提出しました。 

（2024年 3月 28日お知らせ済み） 

 

その後、2024 年 4 月 15 日に同委員会より安全対策設備の試験使用の承認を受け、燃料

装荷と、原子炉を起動する前までに行う使用前事業者検査を含む設備の健全性確認を実施

しました。           （2024 年 4月 15日、2024年 6月 13日お知らせ済み） 

 

今般、2025 年 10 月 13 日に特定重大事故等対処施設等（以下、「特重施設等」）の設置  

期限を迎えるにあたり、臨界反応操作を伴う検査を行わず、装荷済の燃料の取り出しを  

行うことから、原子炉本体の試験使用を中止することといたしました。 

そのため、本日（8 月 28 日）、同委員会に対して工程、期日を見直した使用前確認変更 

申請書を提出しました。 

あわせて、使用前検査変更申請書を同委員会と経済産業大臣へ提出しております。 

 

特重施設等の工事の進捗にあわせて、使用前確認変更等の申請を行う予定です。 

当社は、引き続き福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえながら、更なる

安全性、信頼性の向上に努めてまいります。 

 

【添付資料】柏崎刈羽原子力発電所 7号機使用前確認変更申請について 

 

以 上 

資料２ 

https://www.tepco.co.jp/press/release/2024/1667310_8714.html
https://www.tepco.co.jp/press/release/2024/pdf2/240415j0101.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/kk-np/safety/images/20240613.pdf


【添付資料】柏崎刈羽原子力発電所7号機使用前確認変更申請について

➢ 2025年10月13日に特定重大事故等対処施設等（以下、「特重施設等」）の設置期限を迎えるにあたり、

臨界反応操作を伴う検査を行わず、装荷済の燃料の取り出しを行う※ことから、原子炉本体の試験使用を中止
※10月21日より実施予定

➢ そのため、燃料装荷予定日を「2024年4月15日」から「未定」に変更

➢ 特重施設等の工事の進捗にあわせて、使用前確認変更等の申請を行う予定

変更後の工程（使用前確認変更申請書の添付書類から抜粋）

※表2-7：
設備の機能・性能を確認するための
検査（燃料装荷前までに実施）

※表2-8：
燃料装荷後から原子炉起動までの
期間に設備の機能・性能を確認する
ための検査
（制御棒の駆動機構の検査など）

変更点：燃料装荷予定日
2024年4月15日 → 未定



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 7号機の特定重大事故等対処施設及び所内常設直流電源設備 

（3 系統目）が設置期限内に完成しないことに係る原子力規制委員会への文書の提出について 

 

2025 年 8 月 28 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 当社は、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の特定重大事故等対処施設及び所内常設直流電源

設備（3 系統目）が設置期限※1 内に完成しないことについて、2025 年 2 月 27 日に発電用 

原子炉設置許可に係る工事計画変更届出を原子力規制委員会へ提出しております。 

（2025 年 2 月 27 日お知らせ済み） 

 

 当社は、本日、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の特定重大事故等対処施設及び所内常設   

直流電源設備（3系統目）が設置期限内に完成しないことへの対応として、柏崎刈羽原子力

発電所 7 号機の原子炉施設の冷温停止状態を継続することについて、原子力規制委員会へ

文書を提出※2いたしました。 

 

当社は、引き続き、福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、特定重大  

事故等対処施設等の完成に向けて、安全最優先で進めてまいります。 

 

※1 設置期限 2025 年 10 月 13 日 

※2 2019 年 10 月 16 日に原子力規制庁より示された「特定重大事故等対処施設が法定の

期限内に完成しない場合の具体的な手続について（その 2）」に準じて、原子力規制

委員会に提出するもの。 

 

【添付資料】 

・柏崎刈羽原子力発電所第 7号機の特定重大事故等対処施設等が法定の期限内に 

完成しないことに対する当社の対応について 

 
 

以 上 

資料3 



 

原管発官R7第136号 

令和7年8月28日 

原子力規制委員会 殿 

東京都千代田区内幸町1丁目1番3号 

東京電力ホールディングス株式会社 

代表執行役社長 小早川 智明 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所第7号機の特定重大事故等対処施設等が 

法定の期限内に完成しないことに対する当社の対応について 

 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所第7号機においては，「核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律第四十三条の三の六」に基づき設置する特定重大事故等対処施設及び常設直流

電源設備（3系統目）（以下「特重施設等」という。）が法定の期限内に完成しないことから，

別紙のとおり対応を行うこととします。 

 

 

 

 

別 紙 柏崎刈羽原子力発電所第7号機 特重施設等設置に係る対応 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別 紙 

 

柏崎刈羽原子力発電所第7号機 特重施設等設置に係る対応 

 

 

1. 特重施設等の設置に係る対応 

 

柏崎刈羽原子力発電所第7号機は，2011年8月23日より第10回定期検査を開始

しており，現在，原子炉は「柏崎刈羽原子力発電所原子炉施設保安規定」に定める

冷温停止である。経過措置期間が満了する日以降も原子力規制委員会による特重施

設等の使用前確認を受けるまでの期間，冷温停止状態＊を継続する。 

 

 定期検査開始日 経過措置期間満了日 

7号機 

第10回定期検査 
2011.8.23 2025.10.13 

 

＊ 柏崎刈羽原子力発電所原子炉施設保安規定に定める原子炉の状態が「冷温停

止」又は「燃料交換」 

 

 

以 上 


